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【 校 訓 】 

思いやりのある子ども     ～ やさしく  ～ 

よく考えてしっかり学ぶ子ども  ～ かしこく  ～ 

進んでからだをきたえる子ども  ～ たくましく ～  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 12 月 6 日（金）に第 3 回授業参観を実施しました。学級によっては国語科・算数科の授業がありましたが、
特に今回は多くの学級で道徳科の授業を見ていただくことができました。平成 27 年 3 月に学校教育法施行規
則が改正され、「特別の教科である道徳」として、発達の段階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題を一人
一人の児童が自分自身の問題と捉え、向き合う「考える道徳」、「議論する道徳」へ転換を図って道徳科の授業を
進めており、各学級の計画で、年に１回は道徳科での授業参観を実施することを学校として進めています。今回
やこれまでの授業参観において、このような児童の姿をご覧いただけたのではないでしょうか。道徳科は年間
35 単位時間の授業が予定されており、これからもしっかりと進めてまいります。 
 授業参観後には、PTA 教養委員会主催の「教育講演会」が体育館にて行われました。
講師として浜田接骨院の濱田寿満様にお越しいただき、「親子で体について学ぼう～靴選び
について～」という演題で、ご講演をいただきました。親子で参加ということで、実際にお
子さんの体の様子を見ながら、その発達状態に適した靴選びについての話を聞いたり、親子
でしっぽ取り対決ゲームをしたりするなど、実技を交えた楽しい講演会となりました。また、
同時間帯に厚生委員会の方々には、ベルマークの仕分け作業をしていただきました。ありがとうございました。  

 
 11 月 25 日（月）にふくしま外国語推進リーダー授業研究会【５年１組外国語科、黒田教諭】、12 月 11 日（水）
に田村市学校教育指導委員授業研究会【４年２組算数科、大越教諭】が共に本校を会場として行われ、授業の様
子を市内外の先生方や教育委員会の方々に参観していただきました。勿論本校教員も参観しました。どちらの授
業においても、子どもたちは互いに意見を交わしながら主体的に学習に取り組んでいました。その後、参観した
方々を交えて授業について協議しました。特に、12 月 11 日は文部科学省初等中等教育局教育課程教科調査官の
笠井先生にお越しいただき、思考力を高める授業の在り方などについて講話も聞くことができました。このよう
に、私たち教員は校内外での授業研究会への参加などを通して、指導力を相互に高め合いながら授業実践力を養
い、子どもたちの学習指導に還元できるように研修を重ねています。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 11 月 11 日（月）に 5・6 年生が 1500m、13 日（水）に

1 年生が 600m、2 年生が 800m、18 日（月）に 3・4 年生が

1000m の持久走に挑みました。子どもたちは、自分の目標

の達成に向けて最後まであきらめずに走りきること、走

っている友達を応援すること、時間を割いて応援に来て

くれたお家の方に感謝することなどを意識して記録会に

臨みました。精一杯頑張って走り終えた子どもたちの笑

顔はとても輝いていました。 

 お忙しい中、応援に駆けつけてくださったご家族の皆

様、ありがとうございました。  

 
 
 洋食のマナーの基本を知り、 
マナーを守って楽しく会食する 
態度を身に付けることをねらい 
として、６学年でテーブルマナー給食を実施しまし
た。給食センターの方にお越しいただいて、マナーに
ついて教えていただいたり、配膳・給仕していただい
たりして、実際にナイフとフォークを使って、サラダ、
スープ、ハンバーグ、パン、ケーキなどを食べました。 

子どもたちは、少し緊張しながら 
も栄養士の先生の話をよく聞き、 
会食を楽しみました。子どもたち 
にとって、今回の経験が将来にお 
いて、生かされることを期待して 
います。 
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             ２０１１年３月１１日、東日本大震災による津波被害により、原 

                  子力発電所事故が起こり、福島県内外に放射能汚染が広が 

りました。このことから、学校においては、放射線等を正しく理

解し、心身ともに健康で安全な生活を送るために、自ら考え、判断し、行動できる力を育成す

ることを目的として、各学年の発達の段階に応じて計画的に放射線教育を進めています。 

 １１月下旬には、1・2 年生において、公益財団法人原子力安全研究協会 

放射線リスクコミュニケーション相談員支援センターより３名の方に講師と 

してお越しいただいて授業支援をしていただきました。放射線についての 

紙芝居を見たり、霧箱で放射線の様子を観察したり、いろいろな物の放射 

線量を測定したり、放射線クイズをしたりと、多様な活動により放射線につい 

て理解を深めることができました。 

 

 

 

 

 


